
主
な
内
容

● 税の申告相談について ����� ２㌻
● Ｗｉ－Ｆｉ環境を整備 ����� ４㌻
● 料理コンテストを開催します �� ６㌻
● 村議会だより ��������� 16㌻

　12月28日、熊谷イスさん㊧が100歳を迎えまし
た。誕生日当日、多くの人に祝福され、終始笑顔の
イスさん。（関連記事 10 ページ）

人と自然が織りなす 心豊かな協働の村広報 ２０１7
№ 599

２

笑顔あふれる
　100 回目の誕生日
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■申告相談所開設日程
月日 　対象地区 　場所 受付時間

２月６日㈪ 　田野畑 　役場村民談話室 9:00～15:00 ※1

７日㈫
　北山 　地区総合センター 9:00～11:30

　机 　拓心館 13:00～15:30

８日㈬ 　和野 　地区公民館 9:00～11:30

９日㈭ 　島越
　島越地区
　コミュニティセンター

9:00～15:00 ※1

10日㈮ 　黎明台団地 　黎明台団地集会所 9:00～11:30 ※1

13日㈪
　西和野・菅窪 　アズビィ楽習センター

9:00～15:30 ※1

14日㈫ 9:00～11:30

16日㈭ 　羅賀
　羅賀地区
　コミュニティセンター

9:00～15:30 ※1

17日㈮ 　拓洋台団地 　拓洋台団地集会所 9:00～11:30

20日㈪
　七滝 　創心館 9:00～11:30

　猿山 　地区集会所 13:00～15:30

21日㈫
　巣合 　地区公民館 9:00～11:30

　池名 　地区公民館 13:00～14:30

23日㈭
　浜岩泉 　地区公民館 9:00～11:30

　真木沢 　地区公民館　※２ 13:00～15:30

24日㈮
　尾肝要 　地区公民館 9:00～11:30

　板橋 　地区公民館 13:00～14:30

27日㈪
　切牛 　望洋館 9:00～11:30

　大芦 　大芦集会所 13:00～15:30

   28日㈫
　田代・萩牛 　地区公民館 9:00～11:30

　千丈 　地区公民館 13:00～14:30

３月２日㈭
　甲地 　地区公民館 9:00～11:30

　沼袋 　青雲館 13:00～15:30

３日㈮ 　明戸 　地区公民館 9:00～14:30 ※1

６日㈪

　全地区 　役場村民談話室 9:00～15:30 ※1

７日㈫

８日㈬

10日㈮

13日㈪

14日㈫

15日㈬ 　全地区 　役場村民談話室 9:00～15:00

※1　12:00～13:00は受け付けを行いません
※2　前年の会場から別の会場に変更になっています

　申告に必要なもの
□ 村・県民税申告書、または所得税の確

定申告書
□印鑑
□ １年間の収支を記入した所得内訳書と

関係する伝票、領収書、証明書など（自
営業者）

□源泉徴収票（給与所得者、年金受給者）
□ 支払証明書（社会保険料、国民年金保

険料、生命保険料、地震保険料など）
□ 医療費の領収書、または証明書（医療

費控除を受ける人。事前に支払合計額
を計算してから申告してください）

□ 預貯金通帳など口座番号が分かるもの
（所得税の還付を受ける人。本人名義

の口座に限ります）
□ マイナンバーカードなど、マイナンバー
　（個人番号）を確認できるものの写し

申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
田
野
畑
村

に
住
所
が
あ
る
人
は
村
・
県
民
税
の
申
告

書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
次
の
❶
、
❷
に
該
当
す
る
人
は
除

き
ま
す
。

❶
28
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
だ
け
で
、

　

年
末
調
整
が
済
ん
で
い
る
人

❷ 

28
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
し
た
人

　

給
与
所
得
者
で
、
職
場
か
ら
源
泉
徴
収

票
を
も
ら
っ
て
い
る
人
で
も
、
▼
年
末
調

整
が
済
ん
で
い
な
い
人
▼
給
与
以
外
に
漁

業
、
農
業
、
不
動
産
、
土
地
の
譲
渡
な
ど

の
収
入
が
あ
る
人
―
は
申
告
が
必
要
。
そ

の
他
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
も
申
告

が
必
要
で
す
。

　

村
・
県
民
税
の
申
告
書
用
紙
は
、
▼
税

務
署
か
ら
確
定
申
告
書
用
紙
が
届
い
て
い

る
人
▼
給
与
か
ら
村
・
県
民
税
が
差
し
引

か
れ
て
い
る
人
で
昨
年
の
申
告
で
給
与
以

外
に
所
得
が
な
か
っ
た
人
▼
収
入
が
年
金

収
入
の
み
と
思
わ
れ
る
人
―
に
は
配
布
し

て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
給
与
や
年
金
所

得
以
外
の
収
入
が
あ
っ
た
場
合
は
申
告
が

必
要
で
す
。
申
告
書
用
紙
は
会
場
に
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
の
注
意
点

　

還
付
申
告
に
は
源
泉
徴
収
票
が
必
要
で

す
。
紛
失
し
た
人
は
、
職
場
か
ら
再
発
行

２月６日㈪から３月15日㈬まで

税の申告相談期間です

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
や
漁
業
な
ど
の
所
得
は
「
収
支
計

算
」
で
計
算
し
ま
す
。
収
入
と
支
出
の
証

明
書
類
が
な
い
と
実
際
の
所
得
よ
り
も
多

く
計
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
収
支

の
分
か
る
資
料
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
人
は
、
源

泉
徴
収
票
と
年
末
残
高
証
明
書
が
必
要
で

す
。
初
め
て
控
除
申
告
す
る
人
は
、
事
前

に
担
当
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
区
巡
回
期
間
中
は
、
役
場
に
税
務
担

　

平
成
28
年
分
所
得
税
、
平
成
29
年
度

村
・
県
民
税
（
国
民
健
康
保
険
税
）
の
申

告
受
け
付
け
を
２
月
６
日
㈪
か
ら
３
月
15

日
㈬
ま
で
行
い
ま
す
。
申
告
を
忘
れ
る
と
、

各
種
税
証
明
書
が
発
行
で
き
な
か
っ
た
り
、

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
軽
減
判
定
が
正

し
く
で
き
な
か
っ
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
忘

れ
ず
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申告は
お早めに

当
職
員
が
不
在
の
た
め
、
役
場
で
の
申
告

は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
他
の
地
区
で

申
告
を
し
た
い
人
は
、
必
ず
前
日
ま
で
に

担
当
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
期
間
最
後
の
３
日
間
は
毎
年
、
大

変
混
雑
し
ま
す
。
早
め
の
申
告
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

不
明
な
点
は
気
軽
に
担
当
課
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
…
税
務
会
計
課
（
☎
34

－

２
１
１
２　

内
線
32
）

番号確認書類
●マイナンバー通知カード
●住民票（マイナンバーが記載
されているもの）など

身元確認書類
●運転免許証　●パスポート
●公的医療保険の被保険者証
●在留カード　●身体障害者手
帳など

　平成28年分以降の確定申告書
の提出の際には、「マイナンバー

（個人番号）の記載」と「本人
確認書類の提示または写しの添
付」が必要です。マイナンバー
カード（写し）か、マイナンバー
カードを持っていない人は、以
下の「番号確認書類」と「身元
確認書類」の写しを１種類ずつ
持参してください。

＋

マイナンバーの
記載が必要です
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平成 28 年度田野畑村教育のつどい

 教育振興運動の成果と
     教育の重要性を確認

　いわて国体におい
て、少年男子バスケッ
トボール競技の岩手代
表に選出され、３位入
賞に貢献

　長年にわたり、
海大会などの地区
推進委員会主催行
事 の 開 催 を 支 援
し、児童生徒の健
全育成に貢献

　岩手県中学校総合体
育大会陸上競技大会に
おいて、走り幅跳び競
技で第１位

　長年ＰＴＡ活動に携
わり、中学校ＰＴＡ活
動の活性化、震災から
震災後の学校教育活
動、ＰＴＡ活動の立て
直しに尽力

■平成28年度田野畑村教育振興運動表彰者の皆さん

畠山 玄
げん

さん
盛岡南高２年

　

平
成
28
年
度
田
野
畑
村
教
育
の
つ
ど
い
は

１
月
22
日
、ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

保
護
者
や
教
職
員
な
ど
約
１
１
０
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

沼
袋
地
区
の
小
学
生
に
よ
る
甲
地
剣
舞
の

力
強
い
舞
い
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
教

育
の
つ
ど
い
。
表
彰
式
で
は
、
教
育
振
興
運

動
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
に
功
労
賞
、
栄

誉
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
功
労
賞
を
受
賞

し
た
田
野
畑
北
部
自
治
振
興
会
の
泡
淵
正
た
だ
し

会
長
は
「『
子
供
は
地
域
の
宝
、
地
域
で
子

ど
も
の
成
長
を
支
え
た
い
』
と
い
う
思
い
の

も
と
に
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
、
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回

の
栄
誉
を
励
み
と
し
、
今
後
も
活
動
を
続
け

て
い
き
ま
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
で
は
、
机
地
区
推
進
委
員
会
の

平
坂
夏な
つ

恵え

さ
ん
、
三
上
志し

保ほ

さ
ん
、
佐
藤
真ま

理り

子こ

さ
ん
の
３
人
が
海
大
会
な
ど
の
活
動
を

紹
介
。「
地
域
全
体
が
協
力
し
、
活
動
を
盛

り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
て
る
よ

う
に
育
て
て
い
き
た
い
」
と
活
動
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

石
川
結ゆ
う

貴き

さ
ん
が
、
子
ど
も
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
利
用
で
、
実
際
に
起
こ
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
事
例
を
交
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
利
用
す
る
子
ど
も
と
の
向
き
合
い
方

を
提
言
。
参
加
者
は
、
講
演
や
事
例
発
表
な

ど
を
と
お
し
て
教
育
振
興
運
動
の
成
果
や
教

育
の
重
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

【功労賞・団体】

【栄誉賞・個人】 【功労賞・個人】

佐藤 博
ひろ

明
あき

さん
真木沢・59 歳

【栄誉賞・個人】

佐藤 永
こ す も

宙さん
田野畑中３年

田野畑北部自治振興会
（写真は昨年の海大会の様子）
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村
は
、
光
回
線
を
利
用
し
て
、
無
料

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る

「
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
」（
公
衆
無
線
Ｌ

Ａ
Ｎ
）
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

整
備
し
た
施
設
は
、
北
山
崎
な
ど
の

観
光
施
設
８
カ
所
と
村
役
場
な
ど
の
防

災
拠
点
施
設
５
カ
所
（
左
表
）。
こ
の

施
設
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
使
い
、
誰
で
も
無

料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
に
よ
り
、

観
光
面
で
は
、
村
を
訪
れ
た
観
光
客
が

村
の
イ
ベ
ン
ト
、
観
光
情
報
、
飲
食
店

な
ど
の
情
報
を
手
軽
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
、
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

総
務
省
と
観
光
庁
が
昨
年
１
月
に
発

表
し
た
「
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
国
内

に
お
け
る
受
入
環
境
整
備
に
関
す
る
現

観
光
施
設
８
カ
所
と
防
災
拠
点
５
カ
所

フ
リ
ー
Ｗワ

イｉ

－

Ｆフ
ァ
イｉ

　

始
め
ま
し
た
。

簡
単
!!　

Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
接
続

状
調
査
」
に
よ
る
と
、
旅
行
中
困
っ
た

こ
と
は
「
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利

用
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
こ

と
」
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。　

今
後
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
や
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
な
ど
で
、
増
加
が
見
込

ま
れ
る
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
村
へ
の

誘
客
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
は
、
設
置
施
設
付

近
に
い
る
、
観
光
客
や
村
民
な
ど
に
災

害
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
避

難
行
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
避
難
所
や
防
災
拠
点
で
の
通
信
手

段
が
多
重
化
す
る
こ
と
で
、
携
帯
電
話

や
固
定
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
く
な
っ

た
場
合
で
も
、
多
く
の
人
が
無
料
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
安
否
確
認

や
正
確
な
災
害
情
報
の
取
得
が
可
能
に

な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

①
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
設
定
を
ON
に
し
て　

 

　
「T

a
n
o
h
a
t
a
_
F
r
e
e
_
W
i
-
F
i

」
を
選
択

②
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
を
起
動
。
メ
ー
ル
ア
ド

 

レ
ス
ま
た
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
を

　

入
力

【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
登
録
】

画
面
で
仮
登
録
し
た
ア
ド
レ
ス
に
、
返

信
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。
メ
ー
ル
に
記

載
さ
れ
て
い
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
、

利
用
規
約
に
同
意
す
れ
ば
接
続
完
了
！

【
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
登
録
】

画
面
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
入
力
。

利
用
規
約
に
同
意
す
れ
ば
接
続
完
了
！

Ｗｉ－Ｆｉ環境整備施設

観
光
施
設 

 北山崎展望台

 鵜の巣断崖

 机浜番屋群

 ホテル羅賀荘

 北山崎断崖クルーズ観光船発着所

 三陸鉄道島越駅

 三陸鉄道田野畑駅

 田野畑村民俗資料館

防
災
拠
点
施
設

 村役場

 アズビィホール

 アズビィ体育館 

 田野畑小学校

 田野畑中学校

※一度登録すれば、次回以降は､ 接続確認のみで利用できます。



2017・２　広報 6

　村内外の若者の交流と意見交換などを目的
とした若者交流イベントを開催します。
　被災地の復興状況を確認しながら、村の未
来について語り合いましょう。
◆開催日…２月19日㈰
◆内容…村の産業や事業所の紹介やクイズ大
　会など
◆行程…アズビィ楽習センター（午前７時発）
　→宮古魚菜市場（朝食）→びはんオール店→

　サン・フィッシュ釜石→大船渡おさかなセ  

　ンター（昼食）→三陸鉄道恋し浜駅→道の駅
　さんりく→田野畑村（午後６時30分着）
　※貸切バスで移動します
◆参加資格…18歳から45歳程度まで
◆参加費…２千円
◆申込期限…２月13日㈪
◆申し込み・問い合わせ先…村商工会青年部
　事務局（☎34-2304）

村の未来を語り合う
若者交流イベントを開催

　　塩じいと一緒に
番屋で塩を作ろう

　村と体験村・たのはたネットワークでは、
村民向けに塩作り体験イベントを開催します。
　昔ながらの製法で作る番屋の塩。漁村の歴
史や営みを学んでみましょう。
◆日時…２月12日㈰　午後１時～３時
◆場所…机浜番屋群　塩づくり番屋
◆参加資格…村民
◆定員…30人
◆参加費…無料
◆申込期限…２月11日㈯
◆持ち物…エプロン、軍手
◆申し込み・問い合わせ先…ＮＰＯ法人体験
　村・たのはたネットワーク（☎37-1211）

し
村
」
の
皆
さ
ん
が
、
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
に
合
わ
せ
て
来
村
し
ま
す
。
そ
ん
な

応
援
団
の
皆
さ
ん
に
し
っ
か
り
と
村
の

良
さ
を
伝
え
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

昨
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
様
子
を
ま
と

め
た
記
念
冊
子
を
見
た
人
か
ら
は
「
何

度
も
読
み
返
し
て
は
、
村
の
こ
と
を
想

像
し
楽
し
ん
で
い
ま
す
」「
孫
と
一
緒

に
田
野
畑
村
へ
行
っ
て
、
村
の
こ
と
を

教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
期
待
に
「
田
野
畑
流
お

も
て
な
し
」
は
、
本
当
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
。「
来
て
よ
か
っ
た
」と
、

今
年
の
テ
ー
マ
は

「
実
践
！
お
も
て
な
し
料
理
」

　

昨
年
に
つ
づ
き
、
田
野
畑
村
の
食
文

化
・
食
材
の
魅
力
を
再
発
見
・
発
信
し

よ
う
と
い
う
試
み
『
第
３
回
田
野
畑
村 

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
』
を
２
月
19
日
に
、

ホ
テ
ル
羅
賀
荘
で
開
催
し
ま
す
。

　

前
回
は
「
田
野
畑
流 

お
も
て
な
し

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
＆
博
覧
会
」
と
銘

打
っ
て
開
催
し
、
ま
ず
は
村
民
が
、
自

ら
の
足
元
に
ど
ん
な
素
材
・
宝
の
山
が

埋
も
れ
て
い
る
の
か
、
再
発
見
す
る
事

が
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
集
ま
っ
た
料
理
は
、

村
を
こ
れ
ま
で
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
村

外
の
人
た
ち
か
ら
も「
田
野
畑
村
っ
て
、

ス
ゴ
イ
！
」「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
料

理
が
あ
る
な
ら
、
ぜ
ひ
友
人
を
誘
っ
て

ま
た
来
た
い
」
な
ど
の
反
響
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
今
年
は
さ
ら
に
、
村
外
へ
の

発
信
、
来
村
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
意
識
し
て
「
実
践
！
田
野
畑

流 

お
も
て
な
し
料
理
」
と
題
し
て
一

層
の
充
実
・
深
化
を
目
指
し
ま
す
。

全
国
か
ら
応
援
団
が
来
村

一
緒
に
村
の
魅
力
を
再
発
見

　　
今
年
の
大
き
な
特
色
は
、
目
の
前
に

「
お
も
て
な
し
」
の
相
手
が
い
る
こ
と
。

村
外
か
ら
村
を
応
援
し
て
い
る
「
懐
か

◆日時…２月19日㈰　午前11時30分～午後２時
◆場所…ホテル羅賀荘　５階しゃくなげの間
◆出場方法…２人以上のチームを作り、電話で申
　し込んでください
　※料理のジャンル、品目数は問いません。ただ
　し「◯◯御膳」のように１つの料理で複数の品  

　目をセットにするのではなく、１品ごと（単品）
　で申し込んでください
◆食材費補助…出場者には、食材費の一部を補助
　します。詳しくは、問い合わせてください
◆申込期限…２月10日㈮　午後５時まで
◆申し込み・問い合わせ先…村６次産業化推進室
　（産業振興課内　☎ 34-2111　内線 71）

食
べ

る だ け の参加
も

Ｏ
Ｋ

!!

観覧無料食事券 500 円投票券付き

料理コンテスト出場者募集

笑
顔
で
お
帰
り
頂
け
る
の
か
、
そ
れ
と

も
残
念
が
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
―
。「
お

も
て
な
し
料
理
」
の
真
価
が
問
わ
れ
ま

す
。

　

昨
年
の
取
り
組
み
か
ら
、
具
体
的
な

商
品
が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
今
回
も
次

年
度
へ
向
け
て
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
に
つ
な
ぐ
た
め
の
実
践
編
で

す
。

　

村
外
か
ら
も
注
目
を
集
め
る
田
野
畑

村
の
食
の
魅
力
。
料
理
を
披
露
す
る
人

も
、
自
分
で
は
料
理
し
な
い
が
食
べ
る

の
は
好
き
と
い
う
人
も
、
ぜ
ひ
自
ら
の

目
と
舌
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

田野畑流のおもてなし
第３回田野畑村料理コンテストを開催します

　昨年の開催以降「料理は作れ
るけど、どんな料理（商品）を
作ったらいいか分からない」と
の意見が寄せられました。それ
には、懐かし村の皆さんのよう
な「村のファン」の心に届く料
理を意識するのが１番だと思い
ます。その背後には、同様に喜

んでくれる人が、何倍も、何十倍もいるということ
です。ただの料理の陳列ではなく、対話や交流が生
まれるのも、このコンテストの魅力です。

６次産業化推進室

工藤 隆
たか

彦
ひこ

室長

昨年、グランプリを獲得した田野畑
漁協 田野畑浜女性部の皆さんと料理



2017・２　広報9

　村は、誰もが安心して暮らせる地域づくりを進めるため「田野畑村地域福祉計画（平
成29～33年度）」の策定作業を進めています。
　計画の策定にあたり、村民の皆さんからの意見を以下のとおり募集します。
◆意見募集期間…２月20日㈪～３月３日㈮
◆意見を提出できる人…①村内に在住、在勤している人②村内に事務所・事業所を有
　する個人または法人、そのほかの団体
◆計画（案）の入手方法…①村のホームページからダウンロード②保健センター窓口
　で閲覧（平日の午前８時30分から午後５時15分まで）
◆その他…意見書の様式は、村のホームページからダウンロード、または保健センター
　窓口にあります
　また、特定の様式以外でも、住所・氏名の明記があれば提出することができます。
　※電話や口頭での受け付けは行いません
◆提出方法…①保健センター窓口に備え付けの意見箱に投かん②郵送③ＦＡＸ④電子
　メール
◆提出・問い合わせ先…保健福祉課
　（〒028-8407　田野畑村田野畑120番地３、
　☎33-3102　内線56、ＦＡＸ34-2632、
　メールinquiry@vill.tanohata.iwate.jp）

田野畑村地域福祉計画（素案）に対する
皆さんからの意見を募集します

8

　僕が研修で一番楽しかったことは、アメリカ
の生徒とテレビゲームやサッカーなどをして遊
んだことです。言葉が通じなくても、一緒の時
間に同じことして過ごせたことが嬉しかったで
す。「伝えよう」という気持ちが大切だという
ことを実感しました。
　実際にアメリカで生活をして、日曜日には教
会に行くなど文化の違いはありましたが、あま
り苦労することはありませんでした。
　今回の経験はとても貴重なものとなりまし
た。この経験をこれからの英語学習などにつな
げていきたいと思います。本当にありがとうご
ざいました。

田河原 篤
あつ

史
し

さん

佐藤 豊
とよ

樹
き

さん 佐々木 羽
は

緒
お

さん

　平成28年度中学生海外派遣研修は、昨年 10月26日
から 11月４日まで、12日間の日程で行われました。
　田野畑中３年の３人は、米国インディアナ州を訪問
し、学校生活やホームステイを通じて米国の文化に触
れてきました。
　研修を終えた３人の感想を紹介します。

中学生３人が
米国文化に触れる

　今回の研修をとおして、感謝することがたく
さんありました。
　私が、言いたいことをうまく言えない時には、
私のホスト・シスターがいろいろと工夫して話
しかけてくれました。ホスト・シスターだけで
なく、彼女の友達や家族も同じように話しかけ
てくれました。私の言いたいことを理解しよう
としてくれる姿を見て、人との接し方について
改めて今までの自分自身を振り返ることができ
ました。
　今回の研修で体験したことを、これから進路
を考えていく中で生かしていきたいし、イン
ディアナでのたくさんの「出会い」を、ずっと
大切にしていきたいです。中学生のうちにとて
も貴重な体験をさせていただき、本当にありが
とうございました。

　２週間のコナーズビル高校での生活をとおし
て、日本とアメリカの違いについてたくさん知
ることができました。アメリカはとても自由だ
と分かっていましたが、実際に経験すると、自
分の予想を上回る自由さでした。授業中でも自
由に話していたり、タブレットをいじっていた
り。しかし、最後には責任をもって課題を終わ
らせていたので、個人の意識の高さを感じまし
た。また、全体的にコナーズビル高校の生徒は、
明るく活発な人が多かったので、田野畑中も見
習いたい学校の雰囲気だと思いました。
　今回の研修をとおして学んださまざまなこと
を、ただの思い出にするのではなく、みんなに
伝えたり、将来の田野畑を担えるような人間に
なるための糧としたいです。貴重な体験をさせ
ていただき、ありがとうございました。

2017・２　広報

　

昨
年
12
月
25
日
、
女
子
第
28
回
全
国

高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
が
京
都
市
で

開
催
さ
れ
、
田
野
畑
中
学
校
出
身
の
熊

谷
百
花
さ
ん
（
盛
岡
誠
桜
高
２
年
）
＝

羅
賀
＝
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

５
区
間
21
・
９
７
５
㎞
で
競
わ
れ
た

同
大
会
に
、
熊
谷
さ
ん
は
盛
岡
誠
桜
高

の
３
区
（
３
㎞
）
の
選
手
と
し
て
出
場
。

９
分
47
秒
の
記
録
で
区
間
８
位
、
盛
岡

誠
桜
高
は
22
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

熊
谷
さ
ん
は
「
２
年
連
続
の
出
場
で

し
た
が
、と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。チ
ー

ム
で
５
位
を
目
標
に
、
大
会
に
臨
み
ま

し
た
が
、
22
位
と
い
う
成
績
で
悔
し
い

で
す
。
個
人
と
し
て
は
、
苦
し
い
ラ
ス

ト
で
ペ
ー
ス
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。
３
年
生
に
な
る
今
年

は
、
駅
伝
で
は
、
チ
ー
ム
と
し
て
入
賞

を
目
指
し
、
練
習
を
頑
張
り
た
い
で

す
。
個
人
の
目
標
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

８
０
０
ｍ
で
入
賞
す
る
こ
と
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
谷
さ
ん
は
、
１
月
15
日
に

同
じ
く
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
35

回
全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
競
走

大
会
に
岩
手
県
代
表
と
し
て
２
区
（
４

㎞
）
に
出
場
。
時
折
雪
が
舞
う
中
、
33

位
で
た
す
き
を
受
け
た
熊
谷
さ
ん
は
、

３
つ
順
位
を
上
げ
、
３
区
の
ラ
ン
ナ
ー

に
30
位
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

記
録
は
13
分
17
秒
で
区
間
29
位
、
岩
手

県
は
42
位
の
成
績
で
し
た
。

田
野
畑
中
出
身
の
熊
谷
百も

も

花か

さ
ん

全
国
の
舞
台
で
た
す
き
を
つ
な
ぐ

高校女子駅伝で京都市内を
力走する熊谷百花さん㊧
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　村消防団（畠山保
やす

幸
ゆき

団長）の消防出初め
式が１月８日、田野畑中学校を主会場に開
催されました。式には、団員と女性消防協
力隊（中村悦

えつ

子
こ

隊長）の143人が整列。統
監の石原弘村長による服装や機械器具点検
の後、菅窪地区の国道45号に移動し分列行
進を行い、一糸乱れぬ威風堂々とした行進
を見せ、火消しの心意気を示しました。昨
年は、熊本地震や台風10号などの大きな災
害が発生したこともあり、団員らは防火・
防災への誓いを新たにしました。

誓い新たに。消防団出初め式

国道45号で威風堂々とした行進をみせた消防団員

三本締めで漁の安全と大漁を祈願

　村漁業協同組合（中村芳
よし

正
まさ

組合長）の平
成29年初売りが１月４日、村魚市場で行わ
れました。早朝の市場には、サケやタコ、
ナマコなどが水揚げされ、市場は活気にあ
ふれました。中村組合長は「田野畑の海産
物をＰＲすることで、震災後支えて頂いた
皆さまに元気な姿を発信していきましょ
う」とあいさつ。初売りの最後は、村魚市
場仲買人組合の嵯

さ

峨
が

政
まさ

義
よし

組合長の音頭で三
本締め。今年の漁の安全と大漁を祈願しま
した。

初売りで漁の安全と大漁を祈願

子どもの健やかな成長を願う
　小正月の伝統行事「なもみ」が１月15日、
村内各地区で行われました。田野畑自治会
青年部（佐藤 剛

つよし

部長）では今年「自分た
ちが子どものころに行われていた伝統行事
を後世に伝えたい」という思いから、約20

年ぶりに「なもみ」を再開。「悪い子はい
ないか」と８件の家を回り、子どもたちの
健やかな成長を願いました。佐藤部長は「来
年は、もっとたくさんの家を訪問したい。
地区全体で伝統行事を守っていきたい」と
力を込めました。

世代を越えた地域の交流会

　熊谷イスさん＝板橋＝が12月28日、100

歳を迎えました。同日はイスさんが入所す
るリアス倶楽部を石原弘村長が訪れ、花束
や記念品を贈り長寿をお祝い。家族や親戚、
職員などが温かい拍手で祝福しました。い
つも笑顔でおしゃべりが大好きなイスさん。

「たくさんの人に『おめでとう』と声を掛
けてもらいとてもうれしい」とこの日も笑
顔。息子の常

つね

男
お

さん（69）は「いつも笑顔
で自分も元気をもらっています。これから
も元気で長生きしてほしい」と願いました。

熊谷イスさんの長寿を祝う

家族や親戚などが集まり、熊谷イスさん(左から２人目)の長寿をお祝い

新年の幕開けを祝い乾杯

　平成29年田野畑村新春の集い（㈱陸中た
のはた主催）が１月21日、ホテル羅賀荘で
開催されました。
　新年のあいさつで石原弘村長は「地域コ
ミュティーの力を結集させ、人のための地
域づくりを一緒に進めていきましょう」と
述べました。式では、村の復興と発展を願
い鏡開きや工藤 求

もとむ

村議会議長の音頭で乾
杯が行われ、新年の幕開けを祝いました。
参加者は、舞踊や歌謡を笑顔で楽しみ、会
場は喜びに包まれました。

新年の幕開け祝う。新春の集い

❶❷
❸

「悪い子はいないか」と迫る
鬼に「いい子にするから帰っ
てください」と泣きながら
誓う子どもたち① _ 羅賀地
区 / ②、③ _ 田野畑地区

レクリエーションの「ぼうずめくり」。真剣な表情で見つめる小学生たち

　甲地・千丈地区世代間交流が１月13日、
甲地公民館で開催されました。子どもたち
に、地元の人や文化に触れることで、地域
のことを知ってもらおうと開催された交流
会。甲地はつらつクラブのおじいちゃん、
おばあちゃん25人と旧沼袋学区の小中学生
など26人が交流を深めました。子どもたち
は、甲地地区の伝統芸能「甲地鹿踊」の見学、
地域の人と一緒に楽しむレクリエーション
などの世代を越えた交流をとおして、自分
たちの住む地域について学びました。

2017・２　広報

❸
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お知らせお知らせ
火　災

（12月21日～１月20日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　０件
無火災の連続記録
（１月20日現在） 156 日

人口と世帯
１月１日現在 (　) は前月比

 人口　 3,590人（- 8） 
　男　  1,786人（- 3） 
　女　  1,804人（- 5） 
世帯  1,443世帯（- 1）

お知らせ

　岩手県司法書士会では、毎年
２月を「相続登記はお済みです
か月間」とし、相続登記手続き
の促進などの啓発活動を実施し
ています。

【特設無料相談所】
　◆日時…２月中の毎週金曜日
　　午前10時～正午
　◆場所…岩手県司法書士会館
　◆事前予約…不要

【司法書士事務所での無料相談】
　◆日時…２月１日㈬～28日㈫
　　※土日祝日を除く
　◆場所…県内の各司法書士事
　　務所

【無料電話相談】
　◆日時…２月１日㈬～28日㈫
　　午前10時～午後１時
　　※土日祝日を除く
　◆電話番号…0120-823-815

◆問い合わせ先…岩手県司法書
　士会（☎019-622-3372）

●知 相続登記はお済みですか

　岩手労働局では「ハラスメン
ト対応特別相談窓口」を開設し、
労働者や企業からの妊娠・出産・
育児休業・介護休業などに関す
るハラスメントや、これらを理
由とする解雇などの不利益取り
扱いについての相談を受け付け
ています。
　相談は無料で、プライバシー
は厳守し、匿名での相談も可能
です。
◆受付時間…午前８時30分～午
　後５時15分
◆問い合わせ先…岩手労働局ハ
　ラスメント対応特別相談窓口
　（雇用環境・均等室内　☎019-

　604-3010）

　毎年、自動車の検査、登録手
続きが３月に集中し、窓口や車
検場が大変混雑します。
　手続きはできるだけ２月中に
済ませましょう。
◆問い合わせ先…東北運輸局岩
　手運輸支局（☎050-5540-2010）

●知 車の検査・登録はお早めに

　岩手県中小企業団体中央会で
は、商品への関心を引くための
キャッチコピー、商品の価値を
顧客に伝える商品説明、商品の
魅力を表現するパッケージデザ
インなどに関してお悩みの沿岸
の中小事業者を対象に、無料相
談会を開催します。
◆日時…３月２日㈭　
　※相談時間については、申込
　　者に電話で連絡します
◆場所…宮古市民総合体育館　
　　　　（シーアリーナ）
◆申込期限…２月20日㈪
◆申し込み・問い合わせ先…岩
　手県中小企業団体中央会
　（☎ 019-624-1363、FAX019-6           

　24-1266）

販路開拓のための相談会●募
◆日時…２月20日㈪
　午前10時30分～午後１時30分
◆場所…宮古地区合同庁舎（宮
　古市五月町１-20）
◆講師…①山田町　佐藤ミノリ
　さん（お団子）②岩泉町　田
　屋礼子さん（じゅうねもち）
◆参加費…500円（材料代）
◆持ち物…エプロン、三角巾
◆定員…20人（抽選）
◆申し込み方法…電話またはＦ

　ＡＸで申し込んでください
◆受付期間…２月６日㈪～８日
　㈬
◆その他…受講決定者には、２

　月10日㈮に郵送で連絡します
◆申し込み・問い合わせ先…宮
　古農業改良普及センター
　（☎ 0193-64-2220、FAX0193-

　64-5631）

　国民年金保険料の納付は、口
座振替にすると納め忘れがなく
便利です。
　また、当月保険料を当月末に
引き落としすることにより、月々
50円割り引きされる早割制度や、
さらに割引額が多い６カ月・１

年・２年の前納制度もあり大変
お得です。口座振替での前納制
度の申込期限は２月末日までと
なっていますので手続きはお早
めにお願いします。
◆申込方法…納付書または年金
　手帳、通帳、金融機関届出印
　を持参のうえ、各金融機関ま
　たは年金事務所へ申し込んで
　ください
◆問い合わせ先…宮古年金事務
　所（☎0193-62-1963）

国民年金保険料は口座振替で ●知 ハラスメント対応特別相談窓口

「食の匠（たくみ）の技」公開講座●募

◆日時…３月９日㈭、10日㈮
　　　　午前９時～午後４時
◆場所…県立宮古高等技術専門
　校（宮古市松山８-29-３）
◆研修内容…職場でのコミュニ
　ケーションを円滑にするため
　の知識と技能について
◆対象者…自分の言いたいこと
　をうまく言えない人、職場の
　対人関係を改善したい人など
◆定員…20人
◆受講料…無料。ただし、テキ
　スト代（1,296円）は実費負担
◆申し込み方法…ＦＡＸ、メー
　ル、持参のいずれかで受講申
　込書を提出してください
◆申し込み・問い合わせ先…県
　立宮古高等技術専門校
　（☎ 0193-62-5606、FAX0193-

　64-6596、　 CD0006@pref.　
　iwate.jp）

能力開発セミナーを開催●募●知

　宮古税務署では、確定申告書
作成会場を開設します。
　なお、申告書作成会場は大変
混雑します。国税庁ホームペー
ジの「確定申告書等作成コー
ナー」を利用し、自宅での申告
書作成をお試しください。
◆開設期間…２月９日㈭～３月
　15 日㈬※土日祝日を除く
◆開設時間…午前９時～午後５

　時（開設時間内に申告書を作
　成できるよう、午後４時まで
　に来場をお願いします）
◆場所…宮古合同庁舎４階
◆問い合わせ先…宮古税務署個
　人課税部門（☎0193-62-1923）

確定申告書作成会場を開設●知

　家畜を飼養している人は、毎
年、飼養状況の報告が義務付け
られています。期限内に平成29

年分の定期報告書の提出をお願
いします。
◆報告期限（報告対象）
　①４月15日㈯（牛、鹿、綿羊、
　　山羊、豚、イノシシ、馬）
　②６月15日㈭（鶏、アヒル、
　　ウズラ、キジ、ダチョウ、
　　ホロホロ鳥、七面鳥）
　なお、上記の家畜は愛玩動物
であっても報告の義務がありま
す。
◆報告方法…家畜保健衛生所な
　どから配布された定期報告書
　様式に、２月１日時点の飼養
　状況を記入して提出してくだ
　さい。（様式を持っていない
　人は問い合わせてください）
◆提出・問い合わせ先…県中央
　家畜保健衛生所（☎019-688-

　4111）、産業振興課（☎34-2111

　内線75）

家畜飼養者は定期報告を●知

◆日時…３月５日㈰
　　　　午前９時～午後１時
◆場所…アズビィ体育館
◆参加費…200円
◆申込期限…３月１日㈬
◆申し込み・問い合わせ先…村
　スポーツクラブ（教育委員会
　内　☎34-2226）

バドミントン交流会を開催●募

◆日時…２月17日㈮
　午後１時30分～４時30分
　※受け付けは午後１時
◆場所…宮古市総合福祉センタ
　ー　２階
◆内容…介護技術講座、求人状
　況や人材センターの利用につ
　いて
◆対象者…資格の有無を問わず、
　介護職経験のある人や介護職
　への再就職を希望する人
◆申し込み・問い合わせ先…岩
　手県福祉人材センター
　（☎080-8201-0199、担当 キャ 

　リア支援員 舘洞）

再就職支援セミナーを開催

　消費税率引き上げによる影響
を緩和するため、一定の要件を
満たす人に対して、軽減税率の
導入などを行うまでの間、暫定
的・臨時的な措置として「臨時
福祉給付金（経済対策分）」を
支給します。
　支給対象となる可能性のある
人には、２月上旬に申請書など
を郵送します。支給要件に該当
すると思われる人で、申請書が
届かない場合は、問い合わせく
ださい。
◆対象者…平成28年１月１日時
　点で住民票が田野畑村にあり、
　平成28年度分の村民税（均等
　割）が課税されていない人
　※ただし、次の①、②に該当
　する人は除きます
　①平成28年度住民税が課税さ
　　れている人の扶養親族
　②生活保護を受給している人
　　など
◆支給額…支給対象者１人につ
　き１万５千円（１回限り）
◆申請受付期間…２月６日㈪～
　５月31日㈬　（土日祝日を除
　く開庁時）
◆提出方法…保健センターへ持
　参または郵送
◆申請・問い合わせ先…保健福
　祉課（☎33-3102　内線56）

臨時福祉給付金を支給します ●募●知

　国の教育ローンは、高校、大
学などへの入学時や在学中にか
かる費用を対象とした公的な融
資制度です。
◆融資額…学生・生徒１人につ
　き350万円以内
◆金利…年 1.81%（平成28年11

　月10日現在）
◆返済期間…15年以内
◆問い合わせ先…日本政策金融
　公庫「国の教育ローン」コー
　ルセンター（☎0570-008656）

入学時や在学中の費用を支援●知

●知 いろいろなお知らせ

●募 参加者などを募集中
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役立ちカレンダー　　　　期間：２月１日㈬～２月28日㈫

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

２月
１日

　
㈬

アズビィ健康スポーツ教室
「バドミントン教室」

アズビィ体育館
（８日、15日、22日も開催） 19:30 ～ 21:00

教育委員会
　　　 （内線11）

３日 ㈮

趣味・教養講座
「初めてさんの着付け教室」

アズビィ楽習センター
（10日、17日も開催） 10:00 ～ 正午

アズビィ健康スポーツ教室
「フットサル教室」

アズビィ体育館
（10日、17日、24日も開催） 19:00 ～ 21:00

６日 ㈪ アズビィ健康スポーツ教室
「卓球・ソフトバレー教室」

アズビィ体育館
（13日、20日、27日も開催） 20:00 ～ 21:00

７日 ㈫ アズビィ健康スポーツ教室
「ソフトテニス教室」

アズビィ体育館
（14日、21日、28日も開催） 18:00 ～ 19:00

８日 ㈬ 子育てサロン「マタニティ」 アズビィ楽習センター
和室 13:00 ～ 16:00 村地域子育て支援セ

ンター（☎37-3577）

15日 ㈬ 幼児健診 健診センター 12:20 ～ 15:30 保健福祉課（内線54）

19日 ㈰ 第６回ソフトバレー交流会 アズビィ体育館 10:00 ～ 正午 教育委員会（内線11）

24日 ㈮ 健康相談 島越地区コミュニティセンター 10:00 ～ 11:30 保健福祉課（内線52）

28日 ㈫

後期高齢者医療保険料８期　納期限 生活環境課（内線21）

固定資産税４期　納期限 税務会計課（内線34）

役場☎34-2111 ／ 教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 保健福祉課☎33-3102

おめでた　　 おくやみ

　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (２月20日まで)
にお送りください。正解者の中
から抽選で１名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ １　フリーＷｉ－Ｆｉを設置
した観光施設は何カ所？

　　Ａ）５カ所
　　Ｂ）８カ所
　　Ｃ）２カ所

■前号（１月号）の正解
　Ｑ１→Ａ

■当選者（敬称略）
　熊谷 正初（田野畑）
　上山 明美（田野畑）

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

〔平成28年12月届け出分〕
（一部敬称略）

■安らかに　～お悔やみ～
　工　藤　平　一（84）　島　越
　畑　山　喜三男（83）　羅　賀
　熊　谷　里　子（85）　菅　窪
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はまなす号巡回カレンダー
◆はまぎくコース（羅賀・机・北山方面）

月　日 場　　所 時　間

２月21日��㈫
拓洋台団地集会所付近 9:05 ～��９:20
グループホームつくえ付近 9:50 ～ 10:05
北山地区総合センター付近 10:15 ～ 10:30

◆たんぽぽコース（田野畑・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間
２月21日��㈫ 黎明台団地集会所付近 11:15 ～ 11:30

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

２月22日��㈬
産直プラザ尾肝要付近 ９:15�～���９:30
リアス倶楽部付近 ９:35 ～�９:50
甲地公民館付近 10:00 ～ 10:15

◆問い合わせ先�教育委員会（☎34-2226）

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（１月20日現在）

寄付金総額 4783万3680円
769件（村内125件、県内178件、県外466件）

取り崩し額 　　 822万9210円　　
基金残額

( 運用益を含む） 3966万2473円
「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ

をご覧いただくか、総務課（☎34-2111内線15）までご連絡ください。
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の
生
活
が

楽
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
か
ら

た
く
さ
ん
学
ば
せ
て
頂
き
、
さ
ら

に
魅
力
あ
ふ
れ
る
田
野
畑
村
づ
く

り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

舩越 宏
こ う

太
た

保健福祉課
主事

村
新
採
用
職
員
を
紹
介

近江 三
み

喜
き

男
お

医科診療所
所長工藤 昌

し ょ う

子
こ

医科診療所
看護師

１
月
１
日
付
け
で
採
用
し
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

事務所前の雪かきに悪戦苦闘する髙木智彦さん

　 宮 古 市 出 身の26歳 で
す。田野畑村の力となり、
よりよい村づくりに貢献
できるように努力してま
いります。よろしくお願
いいたします。

　大船渡市出身68歳。医師
と患者としてだけでなく、
地域や皆さんと付き合っ
ていきたいと思います。
特別なことはできません
がよろしくお願いします。

　島越在住の44歳です。
村の皆さんが健康に暮ら
せるよう、お手伝いさせ
ていただきます。診療所
で見かけたら気軽に声を
掛けてください。

親
子
の
食
育
教
室
を
開
催

　

親
子
の
食
育
教
室
が
１
月
12
日
、
保
健

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
ま
っ

た
小
学
生
や
園

児
と
そ
の
保
護

者
は
、
村
食
生

活
改
善
推
進
員

さ
ん
か
ら
指
導

を
受
け
、
親
子

で
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
料
理
５

品
を
作
り
ま
し

た
。

料理で親子の時間を楽しみました
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●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

岩
手
県
の
例
に
準
じ
一
般
職
の
職
員

に
適
用
す
る
給
料
表
を
改
正
す
る
も
の
。

●
震
災
遺
構
明
戸
海
岸
防
潮
堤
の
設
置

　

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

震
災
遺
構
明
戸
海
岸
防
潮
堤
の
設
置

お
よ
び
管
理
に
つ
い
て
、
必
要
な
事
項

定
め
る
た
め
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

【
質
問
】
災
害
時
の
避
難
支
援
に
活
用

す
る
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
名

簿
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

【
村
長
】
災
害
時
に
活
用
す
る
要
援
護

者
台
帳
の
作
成
状
況
に
つ
い
て
は
、
関

係
機
関
か
ら
対
象
と
な
り
得
る
と
考
え

ら
れ
る
人
と
し
て
２
４
６
人
の
情
報
提

供
を
受
け
、
名
簿
登
載
希
望
と
個
人
情

報
提
供
の
有
無
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
１
５
８
人
の
支

援
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
、
難
病
患
者
や
要
介
護

３
以
上
、
障
が
い
者
の
う
ち
同
居
家
族

が
な
く
自
立
行
動
や
家
族
支
援
で
の
避

難
が
難
し
い
と
思
わ
れ
る
人
な
ど
を
絞

り
込
み
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
17

人
を
登
載
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
方
々
の
具
体
的
な
避

難
支
援
プ
ラ
ン
を
定
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
年
明
け
に
も
自
治
会
長
や
民
生

児
童
委
員
、
消
防
団
な
ど
関
係
者
、
関

係
機
関
な
ど
に
対
す
る
説
明
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
支
援
体
制
の
組
織
化
、

個
別
の
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
、
要

援
護
者
台
帳
の
共
有
化
な
ど
を
図
っ
て

い
く
考
え
で
す
。

【
質
問
】
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
活
用

し
た
学
習
環
境
に
つ
い
て
伺
う
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
に
向
け
た
準
備
状
況

と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応
型
の
学
習
塾

の
検
討
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
教
育
長
】
小
中
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
40
台
程
度
を
導
入
し
、

冬
休
み
明
け
か
ら
使
え
る
よ
う
に
な
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
利
用
範
囲
を

体
育
館
も
含
め
た
学
校
内
全
体
に
広
げ

る
と
と
も
に
、
普
通
教
室
で
も
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
が
で
き
る
よ
う

授
業
支
援
ソ
フ
ト
を
導
入
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
を
テ

レ
ビ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
送
信
し
て
、

児
童
生
徒
に
提
示
で
き
る
機
器
を
導
入

し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
機
器
の
整
備
に
合
わ
せ
て
、

納
入
業
者
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
利
活
用
の
た
め
の
研
修
会
を
開

催
す
る
ほ
か
、
情
報
化
専
門
員
な
ど
の

支
援
を
受
け
て
、
教
職
員
に
対
す
る
活

用
方
法
の
理
解
を
促
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応
型
の
学
習
塾
に

つ
い
て
は
、
９
月
定
例
会
で
答
弁
し
た

よ
う
に
、学
習
塾
を
含
む
家
庭
学
習
は
、

第
一
義
的
に
は
児
童
生
徒
と
保
護
者
の

責
任
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
護
者
の
経
済
力
格
差
が

児
童
生
徒
の
学
力
格
差
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
、
公
的
な
支
援
が
必
要
か
ど
う

か
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
内
部
で
検
討
し
て
い
る
方
法

は
、
村
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
ら
れ
た
、
教
材

費
一
部
助
成
制
度
を
創
設
し
て
、
そ
れ

に
よ
り
浮
い
た
家
計
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

児
童
生
徒
に
合
っ
た
方
法
で
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
対
応
型
学
習
塾
を
含
む
家
庭
学

習
に
充
て
る
よ
う
に
誘
導
す
る
か
た
ち

の
間
接
的
な
方
法
で
す
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対
応
型
は
、
自
分
の

都
合
の
良
い
時
間
に
、
自
分
の
テ
ー
マ

を
設
定
し
て
学
習
で
き
る
こ
と
が
特
色

で
す
の
で
、
自
律
的
に
学
習
で
き
る
素

養
が
な
い
と
効
果
が
期
待
で
き
な
い
ど

【
質
問
】
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
の
経
営
改
善

に
向
け
て
次
の
４
点
を
進
言
し
た
い
。

①
経
営
リ
テ
ラ
シ
ー
の
高
い
人
材
を
経

営
陣
に
加
え
経
営
感
覚
を
磨
く
②
自
治

会
や
産
業
団
体
等
か
ら
出
資
を
募
り
株

式
増
を
め
ざ
す
③
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
強

化
を
図
る
④
経
営
へ
の
信
頼
を
得
る
た

め
情
報
公
開
に
取
り
組
む
―
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
所
見
を
求
め
る
。

【
村
長
】
議
員
か
ら
ご
指
摘
の
あ
り
ま

し
た
貴
重
な
ご
提
言
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
役
員
会
な
ど
で
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
会
社
で
は
、
北
日
本

銀
行
お
よ
び
中
小
機
構
の
支
援
に
よ
り
、

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
指
導
や

大森 一議
員

こ
ろ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
方

に
夢
中
に
な
り
、
勉
強
ど
こ
ろ
で
は
な

く
な
る
と
い
う
懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
目
的
は
学
力
向
上
で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
対

応
型
学
習
塾
を
含
め
、
そ
の
方
法
の
選

択
は
児
童
生
徒
と
保
護
者
に
任
せ
る
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

他
に
質
問
が
８
件
あ
り
ま
し
た
。)
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●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

３
億
４
２
８
万
６
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
71
億
５
８
４
１
万
９
千
円
と
す

る
も
の
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・ 

防
災
無
線
気
象
観
測
装
置
の
修
繕
、

　

２
６
１
万
３
千
円
追
加

・ 

田
野
畑
村
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
費

　

補
助
金
、
９
２
万
２
千
円
減
額

・ 

臨
時
福
祉
給
付
金
、
１
２
３
９
万
円

　

追
加

・ 
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

　

金
、
１
０
５
万
円
減
額

・ 

た
の
は
た
児
童
館
物
置
設
置
工
事
、

　

１
４
７
万
９
千
円
計
上

・ 

産
業
祭
り
補
助
金
、
４
６
４
万
２
千

　

円
減
額

・ 

被
災
農
業
者
向
け
経
営
体
育
成
支
援

　

事
業
補
助
金
、
５
３
万
８
千
円
計
上

・ 

機
構
集
積
協
力
金
、
１
８
０
０
万
円

　

追
加

・ 

道
路
維
持
管
理
委
託
料
、
除
雪
業
務

　

委
託
料
、
２
５
０
０
万
円
追
加

・ 

漁
港
施
設
災
害
復
旧
工
事（
現
年
災
）、

　

１
億
２
１
２
０
万
５
千
円
計
上

・ 

公
共
土
木
施
設
等
災
害
復
旧
工
事
費

　
（
現
年
災
）、
１
億
２
１
１
８
万
円
追

　

加

●
平
成
28
年
度
田
野
畑
村
国
民
健
康
保

　

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

事
業
勘
定
は
、
３
８
８
万
２
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
７
億
２
千
万
６
千
円

と
す
る
も
の
。

　

直
営
診
療
施
設
勘
定
は
、
３
３
２
万

１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
億
４
０

５
９
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・ 

事
業
勘
定
…
後
期
高
齢
者
支
援
金
、

　

１
２
４
万
６
千
円
減
額

　

高
額
医
療
費
共
同
事
業
拠
出
金
、
２

　

４
６
万
円
追
加

・ 

直
営
診
療
施
設
勘
定
…
医
療
器
具
購

　

入
費
、
４
０
２
万
９
千
円
追
加

●
平
成
28
年
度
田
野
畑
村
介
護
保
険
特

　

別
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

　

保
険
事
業
勘
定
に
１
７
１
３
万
６
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
５
億
１
７
９
２

万
７
千
円
と
す
る
も
の
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・ 

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付 

　

費
、
３
千
万
円
追
加

補
正
予
算

●
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
会
の
委
員

　

の
任
命
及
び
平
成
23
年
東
北
地
方
大

　

平
洋
沖
地
震
及
び
津
波
に
係
る
災
害

　

弔
慰
金
等
支
給
審
査
会
の
運
営
に
関

　

す
る
事
務
の
委
託
を
廃
止
す
る
協
議

　

に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
は
、
災
害
弔
慰

金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
第
３
条
に

基
づ
き
、
市
町
村
が
条
例
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
行
う
事
務
で
す
が
、
平
成

23
年
東
北
地
方
大
平
洋
沖
地
震
お
よ
び

津
波
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
あ
り
、｢

審

査
会
に
つ
い
て
単
独
で
運
営
す
る
こ
と

は
、
そ
の
体
制
お
よ
び
能
力
に
お
い
て

困
難
な
状
況
に
あ
る
」
こ
と
か
ら
、
地

方
自
治
法
第
２
５
２
条
の
14
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
県
が
審
査
会
の
運
営

に
係
る
事
務
の
委
託
を
受
け
、
審
査
会

の
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
村
の

事
務
執
行
体
制
が
回
復
し
た
と
判
断
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
事
務
の
委
託
を

廃
止
す
る
も
の
。

●
田
野
畑
村
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

　

所
得
税
法
な
ど
の
一
部
改
正
に
伴
い

所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。

●
田
野
畑
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

　

平
成
29
年
度
の
介
護
保
険
料
率
の
特

例
を
設
け
る
た
め
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
。

●
田
野
畑
村
漁
港
管
理
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

　

漁
港
施
設
の
占
用
料
な
ど
を
改
正
す

る
も
の
。

平成 28 年度一般会計補正予算
３億４２８万６千円を増額し、
予算総額７１億５８４１万９千円に
　平成 28 年第 10 回定例村議会は、12 月 13 日から 15 日までの３日間 (14 日は休会 ) の日程で開かれまし
た。13 日は一般質問が行われ、上山明美議員、大森一議員、佐々木芳利議員、菊地大議員、中村勝明議員
の５名が、当面する村の課題などについて質問しました。15 日は議案の審議を行い、議案９件を原案どお
り可決しました。また、追加議案として議員による発議案が２件提出され、可決されました。
編集・広報編集委員会 ( 委員長・中村勝明議員 )
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サ
ー
ビ
ス
改
善
の
研
修
会
な
ど
を
開
催

し
、
社
員
の
経
営
意
識
や
サ
ー
ビ
ス
ス

キ
ル
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
質
問
】
健
康
寿
命
を
延
命
す
る
た
め

の
医
療
・
保
健
・
福
祉
分
野
の
取
り
組

に
つ
い
て
伺
う
。

【
村
長
】
で
き
る
か
ぎ
り
日
常
生
活
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
健
康
的
に
生

活
す
る
こ
と
は
、
誰
も
が
望
む
と
こ
ろ

で
す
。

　

健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
た
め
に
は
、

村
民
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
自
身
の
健
康

に
関
心
を
持
ち
、
病
気
や
け
が
を
予
防

す
る
た
め
の
生
活
を
す
る
よ
う
努
力
す

る
こ
と
も
大
切
な
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
の
知
識
の
普
及
や
病
気
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
健
診

や
健
康
教
室
な
ど
で
啓
発
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
予
防
教
室
や
減
塩

教
室
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
教
室
の
実

施
や
体
力
・
筋
力
を
保
持
、
増
進
す
る

た
め
、
運
動
機
器
を
活
用
し
た
健
康
運

動
教
室
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
特
定

健
診
や
後
期
高
齢
者
健
診
、
各
種
が
ん

検
診
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
事
業
の
利
用

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
若
い
う
ち
か
ら
自
分
の

健
康
状
態
に
関
心
を
持
ち
、
健
康
的
な

生
活
習
慣
を
身
に
着
け
て
も
ら
う
た
め

の
若
年
者
健
康
診
査
の
実
施
、
現
役
世

代
の
方
々
の
健
診
受
診
率
の
向
上
の
た

め
、
土
・
日
健
診
の
実
施
な
ど
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
、
福

祉
施
設
や
生
涯
教
育
と
の
連
携
、
関
係

す
る
部
署
が
綿
密
な
組
み
合
わ
せ
を
考

え
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
柔
軟
な
手
段

を
行
使
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
緊
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
関
係
者

と
思
惟
し
な
が
ら
充
実
に
向
け
て
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

(

他
に
質
問
が
７
件
あ
り
ま
し
た
。)

佐々木 芳利議
員

【
質
問
】
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
具
体

策
を
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
薬
用
植
物

試
験
栽
培
の
結
果
と
村
内
普
及
方
策
は

何
か
。

【
村
長
】
村
が
策
定
す
る
「
森
林
整
備

計
画
」
や
森
林
保
有
者
等
が
策
定
す
る

「
森
林
経
営
計
画
」
に
基
づ
き
、
村
有

林
の
徐
間
伐
や
作
業
道
の
整
備
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
国
の
制
度
を
活
用
し
、
地

域
住
民
、
森
林
所
有
者
等
が
協
力
し
な

が
ら
、
優
良
木
材
生
産
を
基
本
と
し
な

が
ら
、
未
整
備
森
林
の
施
業
と
し
て
自

伐
型
施
業
の
推
進
、
里
山
林
の
保
全
や

森
林
資
源
を
利
活
用
し
た
特
用
林
産
物

の
振
興
を
森
林
経
営
計
画
に
お
い
て
検

討
を
加
え
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

薬
用
植
物
の
試
験
栽
培
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
国
の
緊
急
雇
用
対
策

事
業
を
活
用
し
、
北
山
地
区
の
村
有
林

で
試
験
栽
培
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
ト
ウ
ス
ケ
ボ
ウ
フ
ウ
と

ヤ
ク
モ
ク
ソ
ウ
の
２
品
種
、
約
50
㌃
の

栽
培
実
証
を
行
い
、
収
穫
物
を
薬
品
会

社
に
出
荷
し
た
ほ
か
、
種
の
採
取
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
緊
急
雇
用
対
策
事
業

を
単
な
る
労
働
対
策
の
み
に
終
わ
ら
せ

る
の
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
財
源
や
労

働
力
の
中
で
生
産
性
を
伴
っ
た
事
業
展

開
に
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

村
の
森
林
資
源
は
豊
富
で
あ
り
、
こ

の
先
に
お
い
て
も
、
特
用
林
産
資
源
調

査
を
進
め
、
何
を
活
用
す
れ
ば
持
続
可

能
な
産
業
に
な
る
か
、
農
林
所
得
の
向

上
に
な
る
か
模
索
し
続
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

村
内
へ
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
ト
ウ

ス
ケ
ボ
ウ
フ
ウ
と
ヤ
ク
モ
ク
ソ
ウ
の
実

証
栽
培
デ
ー
タ
を
開
示
し
、
採
取
し
た

種
を
活
用
す
る
た
め
広
報
紙
な
ど
を
通

じ
て
実
証
試
験
栽
培
す
る
人
の
募
集
を

行
い
、
村
内
へ
の
普
及
や
栽
培
方
法
の

改
善
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】
台
風
10
号
の
被
害
状
況
と
復

旧
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

【
村
長
】
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
11

月
の
臨
時
議
会
で
答
弁
し
た
箇
所
数
に

変
わ
り
は
な
く
、
漁
港
１
件
、
公
共
土

木
施
設
32
件
で
す
。

　

復
旧
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
漁
港

災
害
１
件
は
11
月
上
旬
に
災
害
査
定
が

終
わ
り
、
本
議
会
に
工
事
費
を
予
算
計

上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
公
共
土
木
災
害
に
つ
い
て
は
、

11
月
中
旬
よ
り
査
定
が
始
ま
り
、
こ
れ

ま
で
に
32
件
中
23
件
が
終
了
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
一
部
を

本
議
会
に
予
算
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
緊
急
度
を
判
断
し
な
が
ら
順
次
発

注
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

他
に
質
問
が
１
件
あ
り
ま
し
た
。)

　

最
終
日
の
12
月
15
日
、
追
加
議
案
と

し
て
議
員
に
よ
る
発
議
案
が
２
件
提
出

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
件
目
の
内
容
は
、「
地
方
議
会
議

員
の
厚
生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
で
、
提

出
者
は
上
山
明
美
議
員
、
賛
成
者
は
菊

地
大
議
員
、
上
村
繁
幸
議
員
で
す
。

　

２
件
目
の
内
容
は
、「
農
協
改
革
お

よ
び
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制
度
の
改

革
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
」
で
、
提
出
者
は
佐
々
木
芳
利
議
員
、

賛
成
者
は
菊
地
大
議
員
、
鈴
木
隆
昭
議

員
で
す
。 発

議
案
２
件
を
可
決

【
質
問
】
介
護
保
険
制
度
の
改
革
に
つ

い
て
伺
う
。
以
前
の
議
会
で
は
「
サ
ー

ビ
ス
水
準
は
後
退
さ
せ
な
い
」
と
い
う

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
当
局
の
見
解
は
ど

う
か
。
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

入
所
基
準
、
利
用
者
の
費
用
負
担
に
つ

い
て
伺
う
。

【
村
長
】
予
防
給
付
の
改
定
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
、
要
支
援
１

と
２
の
人
の
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を
、

予
防
給
付
か
ら
市
町
村
が
実
施
す
る
地

域
支
援
事
業
に
移
行
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、本
村
に
お
い
て
は
、こ
れ
ま
で
と
同

様
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準

の
改
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
４
月

か
ら
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
規

入
所
者
が
、
原
則
、
要
介
護
３
以
上
と

な
り
ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で
も
原
則
で

あ
り
、
家
族
介
護
者
が
い
な
い
な
ど
の

理
由
に
よ
り
在
宅
で
の
生
活
が
困
難
な

人
に
つ
い
て
は
、
要
介
護
１
と
２
の
人

の
特
例
入
所
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

費
用
負
担
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
８
月
か
ら
、
一
定
額
以
上
の

所
得
が
あ
る
人
の
費
用
負
担
が
２
割
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
介
護
保
険
法

で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
本
村
も
法
に

従
っ
て
負
担
金
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

村
は
、
今
後
と
も
適
正
な
負
担
に
基

づ
き
、
介
護
保
険
制
度
の
維
持
と
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
考
え
で
す
。

【
質
問
】
㈱
陸
中
た
の
は
た
第
49
期
平

成
28
年
度
事
業
計
画
案
に
記
載
さ
れ
て

い
る
「
設
備
投
資
等
」
は
、
具
体
的
に

何
を
指
す
か
。
ま
た
、
11
月
ま
で
の
実

績
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
村
長
】
今
年
、
10
階
特
別
室
の
防
音

対
策
工
事
を
村
で
実
施
し
ま
し
た
が
、

会
社
側
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
合
わ
せ

て
畳
替
え
、
家
具
や
寝
具
の
購
入
な
ど
、

特
別
室
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
向
上
に
向
け

た
設
備
投
資
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

ホ
テ
ル
羅
賀
荘
の
今
期
11
月
末
現
在

の
集
客
状
況
と
経
営
状
況
に
つ
い
て
で

す
が
、
集
客
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
バ

ス
料
金
の
改
定
に
よ
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

ツ
ア
ー
の
減
少
や
台
風
10
号
の
被
害
に

よ
る
影
響
か
ら
、
大
変
厳
し
い
状
況
で

推
移
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

冬
期
間
の
閑
散
期
に
入
り
挽
回
が
難
し

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
会
社
で
は
期
間
限

定
の
商
品
プ
ラ
ン
を
企
画
し
、
一
方
、

営
業
コ
ス
ト
の
削
減
に
な
お
一
層
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

(

他
に
質
問
が
５
件
あ
り
ま
し
た
。)

中村 勝明議
員

【
質
問
】
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

に
対
す
る
村
長
の
考
え
を
伺
う
。

【
村
長
】
村
で
は
す
で
に
、
他
市
町
村

に
先
駆
け
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
県
内
自
治
体
の
議
会
で
は
、

導
入
を
行
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
と
伺
っ

て
い
る
ほ
か
、
幹
部
職
員
な
ど
へ
配
布

し
、
利
用
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
と

聞
い
て
お
り
、
国
の
方
針
に
沿
っ
て
情

報
化
が
推
進
し
て
い
く
流
れ
と
な
っ
て

お
り
、
今
後
、
導
入
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
の
利
点
と
し
て
は
、

①
大
量
の
資
料
の
保
管
、
管
理
の
軽
減

②
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
閲
覧
で
き
る
利

便
性
③
資
料
の
紛
失
等
の
リ
ス
ク
軽
減

④
印
刷
、
綴
り
な
ど
の
準
備
作
業
の
軽

減
な
ど
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
議
や
委
員
会
に
お
い
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
一
般
的
な

情
報
を
収
集
す
る
こ
と
も
議
論
の
促
進

に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
本
体
、
通
信
環
境
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
費
用
対

効
果
を
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

ほ
か
、
従
来
の
紙
媒
体
に
よ
る
資
料
を

全
廃
し
た
場
合
の
影
響
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
議
員
や
職
員
の
個
人
所

有
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
利
用
を
認
め
る
議
会
、
自
治
体
も
ご

ざ
い
ま
す
。

　

議
会
へ
の
導
入
は
、
議
会
主
導
で
実

施
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
実
績
の
あ
る

市
町
村
で
は
議
会
自
ら
が
率
先
し
て
導

入
し
、
議
会
情
報
を
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー

ル
で
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
理
解
が
進

む
な
ど
、
情
報
の
高
度
化
は
多
面
的
な

広
が
り
を
可
能
に
す
る
点
も
視
野
に
入

れ
た
も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

本
村
に
お
い
て
も
協
議
、
検
討
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

(

他
に
質
問
が
１
件
あ
り
ま
し
た
。)

菊地 大議
員
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菊地 レイナちゃん（１歳 10 カ月）
太さん・美穂さん＝羅賀＝

お母さんからのひとこと

202

　おにぎりが大好きです。とても世話
好きでいつもお母さんのお手伝いをし
てくれます。
　素直で元気な女の子になってね。

佐々木  遥
は る

人
と

くん（１歳８カ月）
勇人さん・久美子さん＝尾肝要＝

お母さんからのひとこと

　好きな食べ物は、ブドウとリンゴ。
外で遊ぶ事が大好きな男の子です。
　性格は、落ち着きが無くいたずらっ
子。元気で優しい子に育ってね。

　

町
村
会
の
研
修
に
参
加
し
た
際
に
、
空
か
ら
日
本

本
土
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
遅
く
か
ら

夕
刻
に
掛
け
て
の
フ
ラ
イ
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸
い

し
、
夕
焼
け
が
、
丸
い
地
球
の
青
く
輝
く
空
の
広
が

り
の
中
に
、
赤
い
リ
ン
グ
を
添
え
て
い
る
よ
う
に
見

え
、
と
て
も
感
動
的
で
し
た
。

　

眼
下
に
広
が
る
緑
の
大
地
で
は
こ
の
数
年
、
自
然

の
猛
威
に
よ
る
豪
雨
な
ど
の
大
災
害
が
繰
り
返
し
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
然
災
害
は
、
地
球
温
暖
化

の
影
響
に
よ
り
、
誘
発
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
球
が
悲
鳴
を
あ
げ
、
豪
雨
と
い
う
大
粒

の
涙
を
流
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
て
、
地
球
環
境
の

視
点
か
ら
防
災
を
思
考
す
る
機
会
に
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
と
い
う
言
葉
は
、
ラ
テ
ン
語
の
「
Ｖ
ｉ
ｒ
ｏ

ｎ
」
を
語
源
と
し
て
い
る
そ
う
で
、
そ
の
意
味
は
丸

い
輪
と
な
り
ま
す
。
丸
い
地
球
の
輪
は
、
環
境
が
悪

化
す
れ
ば
見
え
な
く
な
り
、
環
境
よ
り
経
済
成
長
だ

け
を
優
先
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
大
地
は
乾
燥
し
、
集

中
豪
雨
な
ど
の
災
害
が
多
発
し
、
人
類
は
苦
し
む
と

い
う
悪
循
環
に
な
る
の
で
す
。

　

地
球
規
模
で
の
人
間
と
環
境
の
調
和
を
考
え
、
丸

い
輪
が
見
え
る
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
が
問
わ
れ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

○
環
境
を
考
え
る


